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保険会社およびその子会社等の主要な業務

保険会社およびその子会社等の状況

平成26年度の事業の概況

主要な業務の状況を示す指標　　　 （単位：百万円）

　平成26年度の日本経済は、消費増税前の駆け込み需要の反動で年度始に大きく落ち込んだものの、秋口以降は緩やかな回復傾向
となりました。需要項目別に見ると、まず個人消費は、原油安に伴う実質購買力の改善により、年度半ば頃から緩やかな回復に向か
いました。輸出は、円安進行と、堅調な米国景気が下支えとなりました。一方、設備投資は、老朽化した設備の更新・合理化投資が
中心となり、新規投資は伸び悩みました。公共投資も、人手不足による執行の遅れが足かせとなりました。株式相場は、10月の日銀
による追加金融緩和を受けて急騰し、その後も堅調な企業業績を背景に上昇傾向が続きました。長期金利は、日銀による国債買入れ
額の拡大もあって、均せば低位での推移が続きました。
　このような情勢のなかで、当社グループは、お客さまにクオリティの高い総合保障サービスを提供すべく、生命保険と年金、医療と
介護保障、損害保険、アセットマネジメント、およびこれらの関連サービスについて、高品質で多様なサービスの開発・提供に努めて
まいりました。
　国内においては、医療と介護保障分野で、明治安田システム・テクノロジー株式会社を通じ、疾病予防サポートサービスを提供する
とともに、介護総合情報サイト「ＭＹ介護の広場」による介護関連情報の発信など品質の高いサービスを提供してまいりました。損害
保険分野では、明治安田損害保険株式会社を通じ、生命保険事業とのシナジー効果をいっそう発揮し、法人のお客さま向けの傷害保険、
取引信用保険および会社役員賠償責任保険等、特色ある付加価値の高い保険サービスを提供してまいりました。アセットマネジメント
分野では、明治安田アセットマネジメント株式会社を通じ、お客さまの多様なニーズにお応えする資産運用サービスと商品を提供してま
いりました。
　海外保険事業分野では、米国のパシフィック・ガーディアン生命保険株式会社、中国の北大方正人寿保険有限公司、インドネシア
のPTアブリスト・アシュアランス、ポーランドのTUオイロパS.A.およびTUiRワルタS.A.、タイのタイライフ・インシュランス PCLを通じ、
さまざまな保険商品とサービスの提供を行なってまいりました。
　これらの取組みの結果、当社グループの当連結決算年度の経常収益は4兆5,998億円となりました。このうち、保険料等収入は3兆
4,314億円、資産運用収益は1兆304億円です。一方、経常費用は4兆2,133億円となりましたが、このうち保険金等支払金は2兆6,075
億円、責任準備金等繰入額は9,557億円、資産運用費用は979億円、事業費は3,615億円です。以上により、経常利益は3,864億円、
当期純剰余は2,654億円となりました。

項　目
平成22年度

（平成22年4月1日から
 平成23年3月31日まで）

平成23年度
（平成23年4月1日から
 平成24年3月31日まで）

平成24年度
（平成24年4月1日から
 平成25年3月31日まで）

平成25年度
（平成25年4月1日から
 平成26年3月31日まで）

平成26年度
（平成26年4月1日から
平成27年3月31日まで）

経常収益 4,822,825 6,116,284 4,728,735 4,781,417 4,599,843
経常利益 228,934 374,071 400,384 424,882 386,468
当期純剰余 131,346 172,741 236,709 240,612 265,402
包括利益 △20,477 497,138 1,067,010 355,279 1,443,786
総資産 27,128,525 29,727,763 33,080,624 34,334,054 36,579,624
ソルベンシー・マージン比率 ‒ 777.8% 962.6% 961.9% 1,068.4%










































